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第二次九州観光戦略の体系（０８～１０年度・戦略 4本の柱と 34の施策） 
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（２）事業概要  
①ポータルサイトの運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各県や各連盟の情報と

重複しないように配慮

しながらも、九州全体

でみたい情報が機能的

に組み込まれている。 
○トップページの上部

は、九州７県の旬の情

報が、切り替わりなが

ら流れる。 
○キャンペーンや特集、

旬の情報、イベントカ

レンダーなど広域で発

信すべき情報が並ぶ。 
○物語情報の「うんちく

の旅」や温泉大百科事

典なども見ることがで

きる。 

トップページ 
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【特集九州遺産】 
・2009年春は「九州遺産」とい
うテーマで、九州各県の文化

財や、それをめぐる旅行情報

が編集されている。 
・誘客効果のみならず、九州の

イメージを高める効果を果た

している。 

【イベントカレンダー】 
・カレンダーの日付をクリックする

と、その日行われているイベント

が一覧情報で確認できる。 
・一覧から選べば、イベント情報が

表示され。それぞれの主催者のホ

ームページへリンクしている。 

【スタッフブログ】 
・スタッフブログも充実してお

り、読んでいて楽しい。 
・旅行好きのスタッフの体験を

通じた情報であり、有益な観

光情報になっている。 
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②情報の掘り起こし・発信【歴史・文化を掘り下げる「うんちく」の旅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１５０のテーマ型観光を提案 

・「うんちく」の旅、は第 1巻「歴史・文化」を掘り下げる 60ルート、第 2巻は「歴史・文化」、「お

茶」、「映画」、「絵画」、「工芸・芸能」を掘り下げる 51ルート、第 3巻は 39ルートで、合計 150ル

ートである。 

・全てホームページ上で紹介されており、旅行者は自分の興味があるテーマをそこから発見すること

ができる。 

・また、貸切バスなどによる募集型旅行にもそのまま使えるクオリティになっている。 

・各ルートは、「序文」・「観光のポイント」・「モデルコース」・「うんちく」によって構成されている。

・地域資源を綿密に調査し、旅行者に伝わるように丁寧に編集された情報となっている。 

うんちくの旅(例) 

序 文 

・コースのあらましが述べられており、大まか

なテーマ、その魅力が分かる。 

・タイトル、文章がわかりやすく、読みやすい。

・地図にルートが示してあり、訪問地のイメー

ジも湧く。 

※県境で切れないため長いルートも可能。 

観光のポイント 

・それぞれの物語を創り出す重要なポイントが

写真付きで示されており、訪問先のイメージ

が伝わる。 

・温泉や食も紹介されており、旅の意欲がさら

に掻き立てられる。 
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モデルコース 

・周遊ルートイメージのために、貸切バスを利用

した「モデルコース」が示されている。 

・加えて、空港を発着点とする個人でまわるアク

セス紹介がされている。 

・ボランティアガイドや、その他の見所も紹介。

うんちく 

・コースの深い魅力を引き出すとっておきの

「うんちく」が紹介されている。 

・人物伝、逸話、詳細地図、参考書物など、コ

ースをまわる前に読むことで、旅の味わいが

深まる。 
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③着地型観光プログラムの充実化【九州・新発見，九州さるく】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州・新発見！！ 

・地元の魅力を 100％知ってもらいた

いという考えから、その土地のよさ

を最も知っている地域住民の方が

案内するプログラムを充実化させ

ている。 

・人と触れあい、知られざる魅力を発

見する旅を着地型観光として発信

各県毎のプログラム紹介 

・着地型観光のプログラムを九州

全体で紹介することにより、プ

ログラムの質・量ともに、旅行

者へのＰＲとなっている。 

・今回は、熊本の「杖立温泉背戸

屋めぐり」に参加するが、次は

宮崎の「海幸・山幸伝説」に参

加したいなど、地域全体のリピ

ーター確保にも有効である。 

※着地型観光全体は「九州さるく」

として紹介 
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プログラム例 

人の顔がみえるプログラム

・ガイドの顔が見えるプログ

ラム紹介により、参加意欲

が高まる。 

・杖立温泉背戸屋めぐりのガ

イドは、旅館のご主人。「地

元の情報がたくさん聞ける

のではないか」そんな期待

感が高まる。 

※「さるき度」という表現も

ユニーク 

参加者によるプログラム紹介

・各プログラムは、参加者の日

記風に紹介される。 

・プログラムの内容が生き生き

と伝わってきて、読んでいる

だけでも楽しい。 

食の紹介をセットに 

・それぞれのプログラム参加

者に、お勧めのお料理、お

店を合わせて紹介。 

・旅の満足度を大きく左右す

る食のフォローになってい

る。 



120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元では観光プロも育っている

・佐賀では「よかばいガイド」とい

う名前で、観光ガイドのプロが育

っている。 

・勉強会、コース作りを自分達で行

っており、そのプログラムは九州

全体のコンテンツとして発信さ

れる。 

プログラム例 

個人では参加できない 

プログラムも豊富 

・重要文化財の仏様の前で座禅の体

験、彫刻家のアトリエ訪問など、

個人では参加が難しいプログラ

ムも魅力となっている。 
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※九州観光推進機構の各コンテンツから、地元の取組みにリンク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

九州さるく 

・通年型の着地型プログラムを目指

して「九州さるく」を紹介。 

・「長崎さるく」や「別府ハットウ

オンパク」のプログラムも紹介さ

れている。 

・軍艦島クルーズに三菱造船所の見

学を組み合わせたツアー（左）な

ど、参加したくなる着地型プログ

ラムが紹介されている。 

各地の観光プログ 

ラムへリンク 

・観光推進機構のＨＰで

は代表的なプログラム

が掲載されているが、

リンクをクリックすれ

ば、各地のより詳細な

情報を知ることができ

る。 

・「歩かんね大宰府」は大

宰府を中心とする地元

ガイドさんの組織。 

・地元の農家で、庭で飼

っている地鶏と山ツキ

の米を食べる（左）な

ど、地元の方でないと

組めないツアーを行っ

ている。 

地元情報とのリンク 
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④滞在型観光プログラムの開発【おとなの長旅・九州】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿泊＋体験観光による 

長期滞在のモニタリング 

・これからの滞在志向に応えるた

め、４泊程度のプログラムを複

数用意し実施するとともに、参

加者からの反応をフィードバ

ックさせている。 

・2006年から始まり今年は 3年

 目だったが、既にリピーターが

多く生まれている。 

2008年は 27の滞在プラン 

・27 の滞在プランを用意し、長

期滞在客を誘客。 

・「テーマ追求型」と「ゆったり

お試し型」に分けることによ

り、時間をかけて趣味を極めた

いニーズと、のんびり時間を過

ごしたいニーズの両方に対応。

・各地域には担当のコンシェルジ

ュが付き、参加者に丁寧に対応

し満足度を高めている。 

プラン一覧 

コンシェルジュ 
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ツアー例 

テーマ追求型の例 

究極のｴｺﾄﾚｯｷﾝｸﾞ 

・内牧温泉に泊まり、阿

蘇の自然案内人とト

レッキングを行う。

・長期滞在の利点を活か

し、２日目と４日目が

トレッキング、３日目

はフリー。 

スケジュール 

・各プログラムの１日目

は必ず地域コンシェ

ルジュと話をする。

・農家レストランや、商

店街食べ歩きツアー

など着地型プログラ

ムも組み込んで魅力

を高めている。 

・最終日は、コンシェル

ジュとティータイム

を行い、感想を聞かせ

てもらう。 
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3-2 東北観光推進機構による取組み状況 

 
（１）東北観光推進機構の概要 
 
①設立経緯 
・観光を東北で成長が見込める「戦略産業」と位置づけ、官民が一体となり平成 19年 6月に設立。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②観光戦略・事業戦略 
 ４つの観光戦略を定め、事業の位置づけを行っている。 
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（２）事業概要  
①ポータルサイトの運営 
 
 
 
 
 
 
 
 

○トップページの上部

は、東北７県の旬のイ

メージ写真が、切り替

わりながら流れる。 
○「東北冬物語」等の特

集情報、イベントカレ

ンダー、観光情報など

が見やすい位置に配置

されている。 
○物語情報の「東北もの

がたり」や「産業遺産」

なども上部に位置づけ

られている。 
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②特集情報の発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○冬祭りという特集では、まずそ

れぞれの県のおすすめ冬祭り

が一覧でき、コンテンツの豊富

さをイメージ付けることがで

きる。 
○それぞれの祭りの情報を充実

させることにより、単独での情

報発信では出来なかった魅力

の発信が可能になっている。 


